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天
王
寺
車
掌
区
分
会

執
行
委
員
長

荻
島

康
博

安
全
安
心
の
鉄
道
輸
送
の
確
立
・
人
減
ら
し
「
合
理
化
」

反
対
・
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
闘
い
・
大
幅
賃
上
げ
獲

得
２
６
春
闘
勝
利
・
賃
上
げ
で
安
心
し
て
生
活
・
働
く
こ

と
の
で
き
る
労
働
条
件
改
善
な
ど
職
場
運
動
を
取
組
む
意

思
統
一
で
組
織
強
化
拡
大
に
奮
闘
し
な
け
れ
ば
り
ま
せ
ん
。

地
方
公
共
交
通
の
危
機
は
深
刻
な
状
況
と
な
り
地
方
ロ
ー

カ
ル
線
の
赤
字
を
口
実
に
「
維
持
困
難
路
線
」
と
宣
伝
で

芸
備
線
の
一
部
区
間
に
つ
い
て
国
土
交
通
省
に
「
再
構
築

協
議
会
」
を
設
置
し
、
Ｊ
Ｒ
と
自
治
体
の
話
し
合
い
を
促

す
な
ど
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

政
府
・
Ｊ
Ｒ
は
、
公
共
交
通
を
守
る
責
任
が
あ
る
こ
と

は
明
白
で
国
鉄
「
分
割
民
営
」
化
の
矛
盾
が
顕
著
に
な
っ

て
い
る
。

駅
業
務
体
制
見
直
し
か
ら
駅
社
員
無
人
化
・
業
務
委
託
・

遠
隔
シ
ス
テ
ム
導
入
で
の
「
み
ど
り
の
窓
口
」
削
減
施
策

に
伴
い
乗
務
員
負
担
が
増
大
し
て
い
る
。

職
場
で
は
、
要
員
不
足
で
休
日
出
勤
・
年
休
抑
制
が
常

態
化
し
命
令
と
服
従
で
精
神
疾
患
な
ど
休
職
者
が
増
大
し

て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
で
働
く
全
社
員
の
「
不
平
・
不

満
の
声
」
を
要
求
に
団
結
し
て
闘
え
ば
展
望
が
切
り
開
け

る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

国
労
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
会
社
の
思
想
攻
撃

に
負
け
る
こ
と
な
く
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
で
働
く
全
社

員
へ
積
極
的
に
声
掛
け
要
求
実
現
・
組
織
拡
大
を
取
り
組

み
「
鉄
道
の
安
全
輸
送
の
確
立
・
労
働
条
件
改
善
・
生
活

と
権
利
・
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
」
た
め
、
全
組
合
員

の
力
を
結
集
し
奮
闘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


